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解 説
本稿では，サンフランシスコ中央労働評議会 San Francisco Central Labor Councilの機関紙レー
バー・クラリオン Labor Clarionに１９１９年から１９２４年にかけて掲載されたシアトル労働運動関連記
事，および日本人移民問題関連記事の一部を翻訳，紹介する。
クラリオンは私が今まで執筆した著書や論文で紹介してきたシアトル・ユニオン・レコード Seattle
Union Recordのいわばサンフランシスコ版である。ユニオン・レコードは当時のシアトルを中心とす
る米国西北部の労働運動を吟味するにあたって非常に有益であった。同様にクラリオンはサンフラン
シスコを中心とするいわゆるベイ・エリアの労働運動を論ずるにあたってのもっとも重要な史料であ
る。
しかしながら，両紙の論説，記事の傾向には大きな相違がある。ユニオン・レコードがサミュエ
ル・ゴンパース Samuel Gompersを会長とする当時のアメリカ労働総同盟 American Federation of Labor
の方針に批判的であったのに対して，クラリオンは一貫してこれに忠実であった。これは両紙の編集
者の方針というよりも，シアトル，サンフランシスコ両市における労働運動の一般的傾向を反映した
ものであった。
したがって，同じ西海岸の主要都市の，しかも双方ともにアメリカ労働総同盟の地方組織の機関紙
でありながら，クラリオンとユニオン・レコードの関係は冷たかった。クラリオンには，シアトル労
働運動の指導者やユニオン・レコードに対する攻撃や批判が少なからず見いだされるのである。
本稿はこのような記事を翻訳，紹介することによって，これまで私が，シアトルで作成され今なお
シアトルに保存されている史料を主として用いて吟味してきた当時のシアトル労働運動の軌跡を，い
わば外部の目で再確認することを目的としている。したがって，クラリオンを素材としたサンフラン
シスコ労働運動そのものの吟味は，後日の課題である。
なお，私がシアトル労働運動に注目したそもそもの理由は，ロシア革命への評価，労働者政党や産
業別組合の結成などの問題でアメリカ労働総同盟中央と激しく対立したシアトル労働運動が，日本人
移民問題に関しても独自の方針を打ち出し，他の地域にはほとんど見られなかった日本人社会との協
力関係を樹立したことにあった。そしてユニオン・レコードはこのような協力関係の核だったのであ
る。
それではクラリオンの場合はどうであろうか。このような問題関心から本稿では，クラリオンのシ
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アトル労働運動関連記事に加えて，日本人移民問題関連記事をもいくつか紹介する。ここで結論を先
取りしておくならば，アメリカ労働総同盟中央に忠実なことからも想像しうるように，サンフランシ
スコの労働運動は当時なお日本人排斥運動を推進しており，クラリオンも種々の論説，記事において
これに呼応していた。
なお，ここで翻訳，紹介するクラリオンはサンフランシスコ州立大学の労働資料研究センター Labor
Archives and Research Center, San Francisco State University保存のものである。同センターには他にも
サンフランシスコ近辺の労働運動およびアジア系アメリカ人関連の貴重な史料が大量に整理され，保
存されている。クラリオンの閲覧，調査にあたっては同センターの Susan Sherwood, Carol Cuenod, Conor
Casey, Catherine Powell, Nick Wrightの諸氏に特にお世話になった。あらためてお礼を申し上げたい。
第１部 シアトル労働運動関連記事の紹介
１．シアトルの崩壊 The Seattle Debacle
北西部における諸事件の動向を観察していた人々には，しばらく前から，労働組合員ではなく急進
派がビュジェット海峡地域の労働運動を支配しているということが明らかであり，大災害がこのよう
な状況の結末として発生するであろうことがすべての思考力のある人々には分かっていた。これらの
扇動家たちは何であろうと，どこであろうと，支配権を獲得すれば，それを破滅させてしまうのであ
る。彼らはまったくの破壊者である。彼らの隊列は，何事をも成功させた経験のない，すべての企て
に失敗した，最低の部類の無能者でその結果として社会に憤慨している連中によって満ちている。も
ちろん，シアトルの真の労働組合員がアカの愚かさのために苦しまざるを得ないのは，不幸なことで
ある。しかしながら，自分たちの手から支配権が失われるのを許したのであるから，彼らにもまた幾
分かの責められるべき点がある。もしも彼らが最初から急進派の宣伝に積極的に反対していたなら
ば，それが有力になる見込みはほとんどなかったであろう。しかしながら彼らはそうしなかった。彼
らは無分別な連中の過激な馬鹿騒ぎを放任していた。彼らはいかさま師がまきちらした毒が根を生や
し成長を始めるまで放置していた。運動内の急進派ではない指導者たちは，恐怖感から，大災害が彼
らを襲ってくるまで狂人たちの不合理なプランに黙って従っていた。
もしも，ならず者の狡猾な要求に屈しない，無能なアカの大量の決まり文句にだまされない，そし
て下劣な悪党のおおげさな脅しに全く恐れを抱かない人々が，運動内の影響力ある地位にいなかった
ならば，まさしく同様の状況が現在この市にも存在していたであろう。シアトルを倒したのと同様な
手がここでも用いられた。騒ぎ立てる連中が会議におしかけ，急進派が多数を占めているかのように
臆病者を欺けるかも知れない，あるいは一ダースの急進派が大勢の保守派と同じ位大きな騒音を作り
出せるであろうという信念のもとに，あらゆる馬鹿げた革命的な発言に声高に喝采を送った。彼らは
自分たちと意見の異なる者を憎むべき資本家の手先，労働者の大義の裏切り者と繰り返し批判したけ
れども，まったく役に立たなかった。彼らは当市の労働組合員を怯えさせることも，脅迫することも
強制することも出来なかった。その直接の結果として，サンフランシスコの労働運動はその力を冷静
に確信しながら，不正に屈せず，労働者にとってより良いものを目指して着実な進歩を遂げてきたの
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である。
愚か者たちがシアトルで策動し，彼らの数ヶ月間の企てはあの偉大な都市の運動を破滅の淵に追い
やった。あの不幸な都市の真正の労働組合員たちが速やかに団結し，過激な革命家たちから権力を奪
い，完全に破壊されてしまう前に運動を安定させることが心から望まれる。
現在シアトル労働運動をコントロールしている連中は，実質的には労働組合員ではなく，彼らが引
き起こした闘争は労働組合的目標のためのものではない。それはアメリカ的制度にまったく共感を持
たず，我が国を現在ロシアで支配的な詐欺師と無能者が結びついたごちゃまぜの計画に引き込もうと
望んでいる連中によって広められ促進された革命の提案である。ごろつき，臆病者，詐欺師，無能者
よ，出ていけ。そうすればシアトル労働界は自分を取り戻すことであろう。
合衆国の民主制について考えるよりもロシアを支配しているボルシェビズムについて考える者はそ
こに行く権利があり，ロシアやその他の外国からやってきた革命家たちは強制的に帰還させるべきで
ある。彼らを当地につなぎ止めておく紐はなく，アメリカの人民は彼らが旅立つことを喜ぶであろ
う。（１９１９年２月１４日）（１）
２．シアトル労働運動の一般組合員は最近のゼネラル・ストライキから教訓を得たように思われる
が，ソビエトの幹部たちは以前と同様に気が狂っている。この陳述が正しいことを示すものとして
我々は，同市の中央労働評議会の機関紙から以下の文をリプリントする。：「サンフランシスコ中央
労働評議会が，その加盟ローカル組合にアメリカ労働総同盟を産業別組合に再編成するというプラン
について投票する機会を認めることを拒否したということを知って，シアトル中央労働評議会は水曜
日の夜，その書記ジェームズ・ダンカンに，ゴールデン・ゲイト・シティのすべての個別ローカル組
合に，その中央評議会の非民主的な拒否にもかかわらずこの問題を検討するよう伝達することを命じ
た。」偉大なるソビエト民主主義者の言葉に少し注意してみよう。彼らはサンフランシスコ中央労働
評議会が「その加盟ローカル組合に投票する機会を認め」ようとしないと言っている。サンフランシ
スコ中央労働評議会は真正のアメリカ労働総同盟の民主的組織であって，何であろうとその諸前提に
口出しする権力を持とうとはしていない。ローカル組合はそのような状況の下では彼ら自身が絶対的
な支配者であって，評議会はこの点に関する彼らの疑う余地のない権利に干渉しようとは試みない。
しかしながら，絶えず一般組合員や民主主義についておしゃべりしながら，一方では市の組織に属し
ている男女組合員を上から強制しようと執拗に試みている北方の隣人，シアトルにおいてはそうでは
ない。シアトル中央労働評議会は，加盟組合の行動を「認める」あるいは「認める」ことを拒否する
という，要求する資格のない権力を我がものにしており，非常に当然なことに，サンフランシスコ中
央労働評議会がその加盟組合に上記の問題について投票することを「認め」ようとしないと断言する
という誤りに陥ったのである。実際，偽善者は自ら正体を暴露することのないように用心しなければ
ならないのである。（１９１９年４月２５日）
３．シアトル「ユニオン・レコード」が「レイバー・クラリオン」の風刺的論説を取り上げている。
その中で我々はピュゼット海峡の新聞の非アメリカ的政策に注意を促し，この新聞の立場を冷やかそ
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うと試みている。我々の批判が健全である証拠として我々は，我々の文章が取り上げられたのと同じ
欄に４分の３欄ほどの長さの，ドイツの主張を擁護する論説が出ていることに注意を促したい。「レ
コード」は，いかなる理由でか，常にドイツをその困難から救い出すことに関心を抱いているが，そ
の困難というのはドイツ自身がその世界支配への努力の結果としてもたらしたものなのである。何故
なのだろうか。（１９１９年５月２３日）
４．ペテン師たちの策動 Deceptionists at Work
シアトル中央労働評議会は，シアトル「ユニオン・レコード」によれば，圧倒的多数で，ワシント
ン州労働総同盟の役員候補者たちに労働の利益にとって重要と思われる多数の質問を提出することを
決定した。評議会を支配する急進派の政治目的が客観的なものではなく個人攻撃であり，原則を守る
ためのものではなく党派的なものであるということは，採択された質問の形によって証明されている
のであるが，我々はその中で以下のような部分に特に注意しよう：「あなたは禁酒の問題についてサ
ミュエル・ゴンパースの取っている立場を支持しますか？あなたはロシア労働者に反対の資本家新聞
においてゴンパースの取っている立場を支持しますか？あなたは労働問題に解決はないというゴン
パースに同意しますか？あなたはアメリカ労働総同盟の再編成のためのダンカン・プランを支持しま
すか，それとも反対しますか？」
評議会中の急進派がこれらの質問によって，彼らは自分たちと同じような病気にかかっている役員
だけを欲しているのだとほのめかしていること，そして候補者たちに彼らの希望に応じるよう説得す
るために彼らと意見を異にする他の労働運動役員を罵り，誤解させることを躊躇しないということは
明らかである。
禁酒問題はワシントン州に関する限りは過去の問題であるが，その問題がまだ解決されていない他
の州の労働組合員をゴンパース会長が擁護しているために，彼に対する偏見や嫌悪の原因になり続け
ている。それは禁酒論者へのゴンパースは非禁酒論者であるという一種の注意書きであり，彼と彼が
擁護することへの地域的な偏見をかき立てるために提出されたものである。
ゴンパースのロシア労働者への態度なるものについての質問は二重の狙いを持っている。それはゴ
ンパースがロシアの労働者に悪意を抱いているかのように描き出すのみならず すべての真のアメ
リカ人同様にゴンパースが非難と軽蔑の対象にしているのはロシアのボルシェビキであって彼ら指導
者による犠牲者ではないのであるから，ゴンパースを知っている者はそれがもっともひどいタイプの
虚偽であると知っているのであるが ，ゴンパースがこのようなロシアのボルシェビキ，同情を引
くため労働者と称しているが，に反対しているがために資本家階級の特別のお気に入りとなり，それ
ゆえに広く注目を浴びているとほのめかしているのである。もし数百万のアメリカ労働者の代表の見
解が，いかなる問題についてであれ，注目を浴びないとすれば奇妙なことである。その見解が資本を
喜ばせるものであろうとなかろうと問題ではない。同じ新聞が，しばしばシアトル急進派のたわごと
に等しく注目を浴びせ，そして同様にアメリカ労働総同盟の原則への嫌悪をぶちまけているのであ
る。同じ基準で判断するならば，ダンカンとそのテロリスト集団は，資本に雇われてシアトルとワシ
ントンの労働組合員の目に映るサミュエル・ゴンパースとアメリカ労働総同盟自体の評判と地位を破
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壊しようとしているに違いない。
ダンカン・プランという輝かしい名前で誇示されているアメリカ労働総同盟の再編成プランは，詳
しく見るとダンカンとともに発生したものでも彼によって考え出されたものでもない。それは産業別
組合の，ワン・ビッグ・ユニオンの古くさいプランであり，印刷業組合によって半世紀の間試みられ
て２５年以上前に失敗として放棄されたものであり，労働騎士団や多くの類似組織の消滅とともに解体
したものであり，もっとも最近では I. W. W.によって試みられたものである。それはうまくいってい
ない。そしてどこで試みてもうまくいかないであろう。それは単にストライキの使用を拡大し，労働
争議の影響を可能な限り多数に及ぼし，そしてすべてのストライキをゼネラル・ストライキにする試
みである。それが急進的な指導者によって好まれるのは，一般組合員に代わって行動するという口実
で，実際は労働運動の首領になる小委員会に一般組合員を支配する機会を与えるからなのであるが，
アメリカ労働総同盟の民主的な運営のもとでそのようなものを創設することは不可能なのである。ゴ
ンパースの権力は助言的なものである。急進派は指導部を独裁的で命令的なものにすることを目指し
ている。
一つの質問で成されているように，サミュエル・ゴンパースが年々生じている労働問題を解決する
アイデアを持っていないとほのめかすことは，彼のみならず，毎年大会を開いて労働者が直面してい
るすべての緊急課題を一時的に解決し，運動の指導者たちの合意を発表しているアメリカ労働運動全
体の着実な進歩を侮辱するものである。ゴンパースに対する労働問題をどのように解決すべきかを知
らないという告発は，あたかも魔法によって，また今まで従ってきたものとは異なる理論と信念を
持った男たちを役員にすることとによって，労働界の害悪を治療し除去する方式や療法が存在すると
本当に信じている無知な人々の目に，彼をつまらない人物のように見せるために成されているのであ
る。
労働その他の諸問題を究極的に解決する方法を知っている者はこの地球上にだれもいない。人生は
果てしないものであり，新しい問題は毎日出現し誕生している。生じてくるすべての問題を解決でき
ると公言する者は造物主のごとく賢明でなければならない。しかるに，うぬぼれて真実が見えない者
ほど，現在の世界のもっともひどい害悪に今でさえ完全な解決策があると公言している。数十万の復
興計画が相互にすべて異なっているという事実が，解答には多くの可能性があり，いかなる人間の集
まりも，たとえ賢明であっても，普遍的な治療法を発見することの困難であることを証明している。
そのすべてを知っている唯一の指導者階級があり，彼らはシアトルに住んでいるらしい，そして彼ら
の知らないことは知る価値のないことである，ということのようである。（１９１９年６月１３日）
５．多数決による決定が組織の規約となり細則となっているのに，決定に従うことを拒否する労働運
動関係者は忠実な労働組合員とは言えない。アメリカ労働総同盟は，圧倒的多数の投票によって，政
治戦に臨むにあたっては無党派の立場を取り，忠誠を誓う政党の如何にかかわらず労働者の友人の選
出と敵の敗北のために努力すると決定したのに，アメリカ労働総同盟傘下の組織のメンバーである一
握りの連中が，全く成功の見込みのない労働者政党を始めることによって労働者の票を分裂させよう
としている。このような連中を労働者の利益を守るために正直に努力している忠実な労働組合員と呼
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ぶことができようか，それとも彼らは明らかな愚か者なのであろうか？多分後者と呼ぶことがより寛
大であろうけれでも，しかしどのようなカテゴリーに属していようとも，彼らは労働者の大義を傷つ
けているのであり，厳しい非難に値するのである。（１９２０年７月９日）（２）
６．アカは決して長期にわたり合意することができない。彼らには２つの非常に異なるグレイドがあ
る。しかしながら彼らはすべて１つの特徴を持っている。それは自分たちの計画だけが追求する価値
があると主張して他のものには従おうとしないということである。この結果としてちょうど今シアト
ルでは彼らの間で面白い戦いが吹き荒れている。一方の側は手に負えないアカでありもう一方はおと
なしい，すなわち半アカ（semi−red）である。この戦いは同市の労働評議会の機関紙であるユニオ
ン・レコードの支配権をめぐるものである。半アカは厳しい戦いの末に１２２対１０３で現在の経営陣を維
持するという一時的な勝利を獲得したが，その勝利は評議会において真正の労働組合員が，二つの悪
の中ではより小さい方を選ぶという原則に従って半アカとともに投票したという事実に基づいてい
る。（１９２１年４月２２日）（３）
７．ワシントン州労働総同盟は，アメリカ労働運動の停泊所を破壊しヨーロッパ流の政策に向けて漂
流させようとする急進派の努力にもかかわらず，アメリカ労働総同盟の政策に漂い戻ってきた。ブレ
マートンで開かれた先の大会において，農民労働党ではなくアメリカ労働総同盟の無党派政治計画を
支持することを１１０対４８で決定したのである。経験は最良の教師であり，ワシントンにおける運動は
この５－６年間にかなりそれを積んだ。そこではこの数年間アカが運動を牛耳っていたが，労働組合
員は彼らの戦術が何をもたらすかを経験し，彼らともはや一緒にはやっていかないと決定したのであ
る。（１９２２年７月２１日）
８．またもトラブルの渦中に In Trouble Again
シアトル中央労働評議会は時々トラブルの中に飛び込むという非常に悪い癖を有している。彼らは
その行為ゆえに支部認可を取り消されたり，その他の場合にも取消しを警告されたりしてきた。彼ら
は現在，親組織の原則に違反する行動が原因となって，再びアメリカ労働総同盟によって資格停止を
宣言される可能性に直面しているが，現在の状況の下で執行委員会が取っている立場についての急進
派の空虚な発言を読むことはかなり面白いものである。彼らはしっかりした理由づけを試みることな
く言論の自由や行動の自由について語っている。中央労働評議会は直接アメリカ労働総同盟によって
認可されている組織であって，全国あるいは国際組合によって認可されているローカル組合がそうす
るように，その規則，規約，細則，および決定に従うことを期待されているのである。
アメリカ労働総同盟憲章の第１条は定めている：
「この結社はアメリカ労働総同盟と名付けられその規約と規定に従う労働組合によって構成され
る。」
明らかに，もしシアトル中央労働評議会が組織の規約と細則に従うことを望まないのならば，その
一部であり続けることを希望することはできない。このことはいかに愚かな者にも明白なはずであ
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る。そしてもしそうしなかったゆえに追放されたとしても言論の自由や行動の自由が否定されたと主
張することはできない。それはその政策に従うという条件でアメリカ労働総同盟に加盟しているので
あって，もしその条件を守ることを望まないのならば，脱退してその望む政策に従うことは自由であ
るが，しかしながら疑いもなく，組織内に留まってしかもその規約，細則，決定に挑戦する権利は
持っていない。
アメリカ労働運動の基本原則の一つは多数決のルールである。シアトル中央労働評議会が挑戦して
いる規則，規約，細則，決定はこのようにして確定されたものであり，もし同評議会がこれらの特定
の規定を無視し違反することを許されるならば，まさに同じ主張がその他の規則，規約，あるいは細
則に関しても提起されることになり，アメリカ労働総同盟は無用となって存在しないも同様である。
そしてその論理的結論として同じ論法を用いれば，国際組合によって認可されたローカル組合にも
同じようなことが可能となり労働運動は全体としてお笑いごとになってしまうであろう。もし個々の
組合がその望むままにまったく自由に行動しうるならば組織は無価値である。組織を形成するために
は個々の単位がその行動の自由をある程度放棄することが必要であり，そしてそのことは組合のすべ
ての知性あるメンバーによって完全に理解されているのである。しかしながらアカが知性的でないと
いうことは認めなければならない。もし彼がそうなら彼はアカにはならなかったであろう。和合を叫
ぶのはいつも急進派の政策であり，そして彼らが和合によって意味するものは，意見の相違がある場
合の問題解決法として彼らを自由に放任しておくということであり，そうすると和合があるというこ
とになるのである。さもないと不和がある。なぜならば，もし彼らが彼らの道を進むことを認められ
なければ，他の者が専制的に彼らに行動の自由を拒否しており，言論の自由は攻撃されており，物事
は失敗で終わるはずだからである。
しかしながら，急進派が物事のコントロールに成功した時は，彼はいかにして真実の専制を実践す
るかを知っており，冷酷な暴虐による支配を続け，行動の自由のすべての名残を一掃するのである。
我々はわが国の労働運動においてこのような例を多々見てきたが，しかしながらこの種の最大の教訓
は，何年もの間急進派が政府を支配下においている不運なロシアにおいて見いだすことができる。あ
の国では彼らがその実現に着手し，それ以来ずっと全力を尽くしてそれを維持し続けているのであ
る。
もしもシアトル中央労働評議会がアメリカ労働総同盟の政策に満足していないのであれば，彼らが
なすべきことは政策を変更するよう多数派を説得することであり，その目的を達するまでは定められ
た条件に従わねばならない。（１９２３年６月８日）（４）
９．シアトルの赤い旅団は，アメリカ労働総同盟と戦っているシアトル中央労働評議会を支援させよ
うと，ワシントン州労働総同盟の大会で大声で叫びまくった。彼らは彼らの決議の投票が終わり，ソ
ビエト・ロシアの政策よりもアメリカ労働運動の原則を信じるワシントン州の真正の労働組合主義者
によって圧倒的に打ち負かされたということが明らかになるまで，騒ぎを続けた。真正のテストが行
われるとアカはいつも負けるのであるが，それでも彼らは自分たちの意見でいくらかの人々をだます
ことができるであろうという希望をもって騒ぎ続けるのである。（１９２３年７月２０日）
３２５レイバー・クラリオン １９１９年－１９２４年
－６１－
１０．ジェームズ・ダンカン，引退する James A. Duncan Retires
ジェームズ・ダンカンは８年間継続して務めていたシアトル中央労働評議会の書記への再指名を
断った。この数年間彼はワシントン州の労働運動の嵐の中心であった。彼の引退によって，中央評議
会とアメリカ労働総同盟との現在の対立は，幾分解消に向かうこととなるかも知れない。それは主と
してダンカン氏の異端的行動によって引き起こされたものであった。（１９２３年７月２７日）
第２部 日本人移民問題関連記事の紹介（５）
１．労働界のアジア系移民への反対はいかなる意味でも人種的性格のものではない。純粋に経済的な
ものである。労働者はそのような移民がアメリカ人労働者の生活水準を引き下げるがゆえに反対して
いるのである。彼らはより低い賃金で働き，アメリカ人労働者には耐え難いような状況でも喜んで生
活する。これはたしかに正当な反対であり，誰もこれに対して論理的で公正な反論を提供することは
できない。（１９２０年６月１１日）
２．日本人のハワイへの浸透 Japanese Penetration in Hawaii
ホノルルからの電信はハワイにおいて外国語学校の数がアメリカの公立学校を上回ったと伝えてい
る。外国語学校の大多数は日本語学校である。
準州担当の学校監督官は，１９１８年までに準州の日本人人口は全人口のほぼ半分の１０万３０００人に増加
し，日本人児童は準州の全学校の入学者数の４０パーセントを占め，入学者の年間の増加のまるまる５０
パーセントは日本人であったと述べている。
ホノルルの準州議会の過去数年の会期に，すべての教員免許状の志願者に英語，アメリカ史および
アメリカ文明を知っていることを要求する法案が提出された。この法案は棚上げされた。日本人の影
響力のためである。この法案が通過すれば自動的に日本語学校は廃止されたであろう。
日本の帝国大学の講師であり我が国における一番の日本宣伝者であるシドニー・L・ギュリック博
士は，１９１５年にこの島を徹底的に調査した後次のように書いている。
「２０年以内にハワイ準州の有権者の多数は日本人と中国人の子孫になるであろう。」
ホノルルにおける日本語新聞である日布時事（原文は Nippu Nijiであるが，Nippu Jijiのミスと判断
した）は１９１９年５月２６日に「今後１０年ないし１５年以内に日本人の影響力が支配的になるという大きな
希望がある」と書いた。この新聞によると，１９３３年までにはいかなる選挙においても日本人の投票が
民主党と共和党のいずれが勝つかを決定することになるであろう。このような日本人の「希望」は数
値によって裏付けられている。
ハワイはカリフォルニアにとって実物教授である。
カリフォルニアにおいてはこの問題はまだ完成しておらず，進行過程にある。しかし行動が，それ
も速やかに必要である。この問題はまだ対処することができるうちに対処しなければならない。
V. S．マッククラッティ氏は彼の注目に値するパンフレット，「アジアのドイツ」において次のよう
に述べている。
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「状況は……次のように確信させる……ハワイはもはや事実上アメリカ人のものでも合衆国のもの
でもなく，いかなる計画ももはやそれを取り返すことはできない。」（１９２０年６月１１日）
３．反日本人法案 Anti−Jap Measure
カリフォルニアにおける日本人の主要な反対者の一人であるサクラメントの J.M．インマン上院議
員は，先週金曜日の夜にサンフランシスコ労働評議会に対して，カリフォルニアにおける外国人の土
地所有を妨げるために提案されている住民投票案の諸条項について説明を行った。インマンの演説に
続いて事実上すべての代議員がその法案が１１月２日の選挙の際に投票に付されることを保証するため
の署名を獲得することを誓った。（１９２０年６月１１日）
４．カリフォルニアの反外国人土地法に公式に反対したサンフランシスコ商業会議所は，現在，東洋
貿易を促進するという目的でミカドの王国に代表団を送っている。この連中にとってそれは純粋にド
ルの問題なのである。原理としては，彼らは常にアンチ・カリフォルニア人でプロ・自分たち自身な
のである。この旅行で彼らは，アメリカと日本の親善関係を促進するためにキモノに身を包み，ハラ
キリの方法を学ぶに違いない。（１９２１年１０月１４日）
５．日本人問題 The Japanese Question
ワシントンにおいて移民問題を担当する下院の委員会には，数年前にローズベルト政権が取った立
場とははっきりと対立する仕方で日本人問題を処理しようとする傾向が明らかに存在する。先週のア
ソシエイエィッド・プレスの首都からの報告は，東洋人に関する問題をより厳格なやり方で処理する
法案が委員会を通過するかなりのチャンスが存在していることを示しているように思われる。
しばらく前に連邦委員会がハワイ諸島についてその問題を調査するよう命じられたこと，そしてそ
の委員会が先月後半に詳細で長い報告を発表したことが想起される。それはハワイ諸島における国防
を強化し，ホノルルに労働省代表を駐在させ，そして長年の間行われてきた「写真花嫁」の慣行を廃
止するという意見とともに，同諸島の「外国人による支配」の議会による即時調査を提案した。報告
書は，外国人による支配の脅威に特に注意を喚起するとともに，日本人による現在の「養子縁組」お
よび「写真花嫁」輸入政策を停止すべきである，なぜならばこれらの慣行は単純労働者の輸入の減少
を意図したいわゆる「紳士協定」の目的に背くものだからである，と主張した。
国防の問題は他のすべてに勝って重要である。もしもこの諸島がアメリカ的であり続けるべきなら
ば，この諸島の政治的，産業的，商業的，社会的および教育的生活もまたアメリカ的であらねばなら
ず，我々がこの緊急かつ即時的必要性を完全に理解することが早ければ早いほど，ハワイ諸島の人民
は，ハワイ準州で引き続き生活していくことを価値あるものとしているすべてに関して，より安全に
管理されていると感じるようになるだろう。
報告は勧告している：
真正の労働争議以外の原因によって引き起こされた労働力不足が存在する場合，労働長官に，その
ような緊急事態が存在するという証拠とともに，一時的に外国人労働者を輸入する権限を合衆国大統
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領に賦与するようにという要請を合衆国議会に提出させる，しかしながらそのような外国人労働者
は，供給が合衆国あるいはその領土からの輸入によって充足されるようになり次第，もしくは労働長
官の判断によって，その母国に帰還させることができる程度の数に限定する。
多くの点でこの報告はアメリカ労働総同盟の政策に合致しているが，一時的に東洋から労働者を輸
入し緊急事態が去った後は国外に追放するという問題については異なっている。戦争中にカリフォル
ニア州に関して同じような計画が提案された。その構想は１０万人程度の中国人を限られた期間当地に
連れてきて，その後彼らの祖国に帰還させるというものであった。しかしながら，州にとって幸いな
ことにその計画を支持する者は少なく，始まる前に立ち消えになった。そのような計画は本土と同様
にハワイ諸島に関しても反対すべきものであり，議会がこれに注意を払わないことが望まれる。この
ような計画に実際のメリットはない。それは，これによって安価で従属的な労働者の無制限の供給が
可能になることを望んでいる人々の計画である。（１９２３年２月９日）
６．法案中の日本人排斥を規定した部分を厳しく批判しながらも，クーリッジ大統領は議会を通過し
た移民法案に最終的に署名した。この行動は真に実効ある移民制限を求めての長い戦いに終止符を打
つものであり，十分な期間維持されるならば我が国にとって非常に有益となるであろうことは疑う余
地がない。我々は同化できるよりもはるかに急激に移民を受け入れてきたのであって，この法案は今
や我々に一つのアメリカ住民を形成するという機会を与えてくれるであろう。（１９２４年５月３０日）
７．排斥の戦いは終わっていない Exclusion Fight Not Ended.
一般には，市民権取得資格無き外国人の排斥問題は，日本人を含めて，クーリッジ大統領が排斥条
項を含む移民法案に署名した時に決着したと考えられている。
しかしながら日本は，その国民をヨーロッパ人に与えられているのと同じ条件で我が国に入国させ
ようという戦いを放棄してはいないように思われる。この件で日本は，政府官吏の態度や，この問題
に関する議会の行動はアメリカ国民によって支持されていないという一部の教会組織，商業会議所お
よび新聞の陳述に励まされている。
ワシントンからは，クーリッジ大統領がすでに国務省を通じて，日本大使館との間で，日本にとっ
てより満足できるような条件で我が国への日本人移民を処理するような，条約の交渉を視野に入れた
準備を始めたというニュースが届いている。この条約の諸条件は，次の１２月の会期に議会に提出する
ように準備されているそうである。もしこれが上院で必要な３分の２の投票を得れば，これは「地上
の至高の法」となって，自動的に移民法案の排斥的な部分を廃棄することとなる。
クーリッジ大統領が法案を承認する直前の５月２４日のワシントン・スターは，彼は法案に署名する
こととともに，法案の条項を破棄する条約を交渉する意志があるからしばしの間我慢するよう日本に
求めることをも決心していたという，大統領の友人の証言を含んでいる。
大統領が法案に署名した２日後に発表された同じ通信員による続きの論文は，法案への署名後の大
統領メッセージの中の陳述は，彼にそこで略述されたような方式で移民条約を交渉することによって
日本に誠意を示す義務を彼に負わせている，と言明している。
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その時以来ヒューズ長官と埴原大使が提案されている条約に関して予備的交渉を行っていること，
およびそれに関する公式の覚書が，もしも条約の諸条件についての合意がそれまでに得られないにし
ても，疑いもなく議会の１２月の会期以前に交換されるであろうということに関して，それを肯定する
ような陳述がなされている。
問題は，そのような条約が行政府から賦与された権限のもとに国務省によって交渉されたとして
も，上院が，移民の規制という議会の特権の行政府による侵犯を許さないという決意，および我々の
確立された帰化および移民政策のもとで他の諸国に譲らなかった移民に関する排他的，占有的特権を
日本に譲ることを拒否するということを明確にしていることに鑑みて，それに関して必要な３分の２
の多数による承認の投票をするか否かということである。
太平洋岸で日本人が発行している邦字新聞からの翻訳は，排斥法が施行される７月１日以降に大陸
部合衆国に入国するであろう日本人の数が，同じ期間に紳士協定の施行下にやってきたよりも大きい
ことを示そうという，日本人側の決意を明らかにしている。この目的のために，日本は，日本人のメ
キシコへの移住を奨励しようとしている。彼らは，現状では容易に国境を越えることができる，ある
いはサンぺドロその他の南カリフォルニア諸港の現在日本人によって運航されている多数の漁船に
よってメキシコ水域からカリフォルニア沿岸への抜け道を確保することができるということを知っ
て，我が国の現在の連邦諸法令に挑戦しようとしているのである。（１９２４年６月２０日）
８．日本人排斥，支持される
日本人排斥法のあらゆる修正に反対することがアメリカ労働総同盟大会において全会一致で決議さ
れた。
「我々は法律による排斥を条約による排斥に置き換えることには不断に反対する」と決議は主張し
た。「我々はこの抗議を日本人労働者とのもっとも友好的な関係を維持したいという真剣な希望，お
よび相互の尊敬は，日本が我が国への移民を国内法によって統制する我々の権利を認めるように我々
が主張することによって，もっとも良く保たれるという深い確信とともに表明する，
「一部のアメリカの組織は，明らかに議会の行動を招いた基礎的な事実に対するいかなる情報も持
たずに，アメリカ民衆の感情は，我が国の市民権を取得する権利のないすべての人々を法によって排
斥するという議会の行動を支持しなかったという誤った信念に，日本を導いている。」（１９２４年１２月５
日）
注
（１） シアトル・ゼネラル・ストライキ直後の論説である。このストライキへの日本人労働者の参加はその後のシアトル
労働運動と日本人社会との関係に大きな影響を及ぼしたが，ゼネラル・ストライキそのものはアメリカ労働総同盟で
はなくそれと真っ向から対立する世界産業労働者連盟の主唱する戦術であり，当然のことながらアメリカ労働総同盟
中央はこれを厳しく批判した。クラリオンの論説もその線に沿っている。
（２） この記事はその当時，共和，民主両党に不満な革新派の活動家によって組織された農民労働党に関連している。直
接シアトルあるいはワシントン州という表現はないが，シアトル中央労働評議会はこの運動の熱心な支持勢力であ
り，またワシントン州は農民労働党が１９２０年の選挙でもっとも善戦した州なのでここで訳出した。なお，７の記事も
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農民労働党関連である。
（３） この記事はシアトルで発生したいわゆる労働資本家論争のことを述べている。この論争では，シアトルで従来良好
な関係にあった評議会書記ジェームズ・ダンカン，ユニオン・レコード編集長ハリー・オルトらの革新派とより過激
な急進派とがユニオン・レコードの運営をめぐって対立し，クラリオンが整理しているように保守派の支持によって
前者が勝利した。
（４） 長年異端としてゴンパースに挑戦を続けてきたシアトル労働運動に対して，１９２４年，アメリカ労働総同盟は最後通
告を発した。８，９，１０はその騒動に関する論説であり，１０に示されているようにこの対立はダンカンの書記職再任
辞退，シアトル中央労働評議会の屈服をもって終わった。
（５） クラリオンにはこの他にも日本人排斥連盟幹部による論文，排斥団体の活動報告，他紙からの転載，アメリカ労働
総同盟大会の報告など関連記事が多数掲載されている。ここではクラリオン編集部の見解をもっとも反映していると
思われる無署名の論説，記事を中心に紹介した。なお，選挙の際の候補者たちの広告のほとんどが彼らのアジア人排
斥活動の実績を強調している点も印象的であった。
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